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岐阜市被災動物救援計画
第１章　総則

Ⅰ　計画策定の目的
岐阜市で大規模な災害が発生した場合に市民の生命及び財産を災害から守ることが本市の重要な役割であり、多くの市民が飼養しているペットについても動物愛護の観点からも同様に保護しなければならない。
現在、東海・東南海・南海三連動による複合型地震が30年以内に90％弱の確率で発生するとも言われており、本市においても、多くのペットが被災すると予想されている。
そこで、「岐阜市地域防災計画」に基づき、平常時の防災対策を含め、ボランティア、動物愛護団体、岐阜県獣医師会（以下「獣医師会」という。）等のペットに携わる団体及び岐阜県（以下「県」という。）との連携により、災害時の被災動物救援活動を円滑に実施するために、「岐阜市被災動物救援計画」を策定する。

Ⅱ　定義
１　一般市民　　　　　ペットを飼養していない市民
２　飼い主　　　　　　ペットを飼養している市民
３　被災動物　　　　　犬、猫等の一般の家庭で飼養されている被災したペット
４　逸走動物　　　　　被災動物のうち飼い主が不明なもの
５　特定動物　　　　　飼養されているワニ、クマ等の危険な動物

５　動物避難所　　　　避難所に併設された動物専用の区画
６　ペットの会　　　　動物避難所の運営等を目的に飼い主により設立された会

７　被災動物救護所　　災害時に市が設置した逸走動物を収容する場所

８　臨時動物救援病院　「岐阜県獣医師会被災動物救援マニュアル」に基づく動物診療施設

第２章　平常時の対策
災害時には、多くの被災者がペットを同行し、避難所において一般市民と共同生活することが想定される。この場合、動物のフン尿の悪臭、鳴き声等による住民間トラブルの発生が懸念される。また、動物に対するアレルギーがある方への配慮も必要となってくる。
このため、飼い主に対するモラル啓発だけでなく、あらかじめ一般市民に被災動物の救援意識について啓発し、災害時における人と動物の共生について、双方の理解を得る必要がある。
本章では、災害発生時の動物救援対策が円滑に講じられるよう、一般市民、飼い主、ボランティア及び市の平常時における役割について定める。
Ⅰ　それぞれの役割
１　一般市民の役割
災害時における被災動物の救援について理解するよう努める。
２　飼い主の役割
(1)　飼養するペットの所有者明示に努める。

(2)　マナーを守るとともに、ペットに社会性を身につけさせるよう努める。

(3)　動物の種類や習性にあった飼い方をし、健康を保つよう努める。
(4)　普段からケージ内での飼養に慣れさせておくよう努める。

(5)　動物の伝染病の拡大を防ぐため、飼養する動物に各種予防ワクチン接種をするよう努める。
(6)　被災後数日分の動物の餌等を備蓄するよう努める。
(7)　災害時の動物救援対策についての情報を収集するよう努める。

(8)　特定動物の飼い主は、定期的に特定動物の飼養施設の点検を行い、逸走防止に努めるとともに、災害時の特定動物の避難先の確保に努める。

（9） 本計画に基づいた防災訓練を実施する。

３　市の役割
(1)　ペットの飼養状況を把握するように努める。　
(2)　「狂犬病予防法」、「岐阜県動物の愛護及び管理に関する条例」等による適正管理を推進する。
(3)　一般市民に被災動物の救援意識についての普及啓発を図る。
(4)　飼い主にペットの防災についての意識啓発を図る。

(5)　ボランティア、動物愛護団体、獣医師会、県等と相互で情報共有できる体制を整備する。
(6)　被災動物の同行避難に備え、避難所周辺に動物避難所が設置できるよう努める。
(7)　被災動物救護所の設置ができるよう努める。
(8)　被災動物同行可能な仮設住宅の設置ができるよう努める。
(9)  その他、被災動物の救援に必要な活動に関することについて準備する。
Ⅱ　その他の団体との協力について

「岐阜県被災動物救援計画」、「岐阜県獣医師会被災動物救援マニュアル」に基づく、救援体制及び活動内容について情報収集し、協力体制を構築する。

第３章　災害発生時の体制整備
Ⅰ　被災動物救援体制の確立

原則、岐阜市災害対策本部（以下「市災害対策本部」という。）が設置され、災害により、岐阜市全域に大規模な被害が発生するおそれがある場合に、動物救援対策を実施するための被災動物救援体制を確立する。
Ⅱ　被災動物救援体制

１　飼い主による動物避難所運営体制

(1)　飼い主は、必要に応じ避難所運営組織の合意を得て、避難所周辺に動物避難所を設置する。

(2)　被災動物を同行する飼い主は、設置した動物避難所にペットの会を設立する。

２　市の被災動物救援体制

(1)　災害時の動物救援活動は、生活衛生班が実施するものとする。

(2)　被害の状況により、生活衛生班のみでは動物救援活動が実施できない場合、生活衛生班長は、市災害対策本部に支援を要請する。

(3)　生活衛生班長は、被害の状況を勘案し、岐阜県被災動物救援本部（以下「県被災動物救援本部」という。）に支援を要請する。
第４章　災害時の動物救援対策

本章では、被災動物救援対策について定める。

Ⅰ　それぞれの役割
１　一般市民の役割

共同生活における被災動物との共生に理解するよう努める。

２　飼い主の役割

(1)　マナーを守り、避難所、仮設住宅等でのコミュニティで被災動物が人と共生できるよう努める。

(2)　ペットの会として、以下の活動を実施し、動物避難所を管理運営する。

　　①　ペットの会の代表者選任

　　②　生活衛生班への連絡等

　　③　災害時の動物救援対策についての情報収集

　　④　動物避難所における被災動物の飼養管理

　　⑤　動物避難所及び周辺の清掃及び消毒
　　⑥　救援物資の管理及び配布

　　⑦　逸走動物の一時的な収容
　　⑧　やむを得ない理由による市へのボランティアの派遣要請

(3)　特定動物の飼い主は特定動物が逸走した場合、直ちに市及び警察等関係機関に通報する。

(4)　特定動物の飼い主は特定動物が被災した場合、避難所及び動物避難所以外の場所で特定動物を飼養する。
３　ボランティアの役割

市の要請に応じた動物避難所、被災動物救護所の運営支援等を行う。
４　市の役割
(1)　被災動物の状況の把握に関すること
(2)　特定動物の逸走の有無の確認及び逸走した場合の措置、その他特定動物による危害防止に必要なこと
(3)　動物避難所に関する情報収集及び動物避難所運営の支援に関すること
(4)　被災動物救護所の設置に関すること
(5)　逸走動物の収容、返還及び譲渡に関すること

(6)　ボランティア、動物愛護団体、獣医師会、県等との情報共有及び被災動物救援対策に関する市民への情報提供に関すること
(7)　救援物資の確保及び動物避難所等への配分に関すること
(8)　ボランティアの配置に関すること
(9)　県被災動物救援本部への救援物資及びボランティアの派遣等の要請
(10) 仮設住宅に関する情報提供等、被災動物飼養継続の支援に関すること

(11) その他、被災動物の救援活動に関すること
Ⅱ　治療が必要な被災動物の救援
１　市は、獣医師会及び県との情報共有により、臨時動物救援病院について把握する。

２　市は、臨時動物救援病院に関する情報を飼い主及び一般市民に提供する。
３　治療が必要な被災動物の臨時動物救援病院への搬送は、逸走動物については、原則生活衛生班が行うものとする。その他の被災動物については、原則飼い主が行うものとする。ただし、搬送が困難であると認められる場合においては、必要に応じて、生活衛生班又はボランティアが搬送を行う。
Ⅲ　逸走動物の救援
１　逸走動物を発見した市民は、市に通報するよう努める。

２　ペットの会は、逸走動物について一般市民から通報を受けた場合は、できる限り動物避難所に一時的に収容する。

３　動物避難所で逸走動物を収容することが困難な場合は、市に通報し、保護、収容を要請する。

４　市は、保護した逸走動物を被災動物救護所に収容する。

５　収容した逸走動物のうち、飼い主が確認できたものは、飼い主に返還する。

６　飼い主が判明しない逸走動物については、ボランティア及び動物愛護団体等と協力し、新しい飼い主に譲渡できるように努める。

Ⅳ　終息
１　被災動物救援対策の終息宣言は、市災害対策本部の情報を基に県被災動物救援本部と十分に協議したうえで決定する。

２　市は、終息時に、逸走動物の飼養継続のため被災動物救護所を閉鎖できない場合は、終息後も土地管理者等関係機関と協力し、引き続き被災動物救護所を運営する。また、避難所、仮設住宅等における被災動物との共生が継続している場合、引き続き飼養上の相談等支援に努めるものとする。

